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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　＋8人

４月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

16,866人
7,947人
8,919人
7,211世帯

４月のうごき
出生
死亡
転入
転出

2人
14人
60人
40人

　昨年度、たくさんの方にご応募いただいたフォトコン
テストを今年度も開催します。かつらぎ町の美しい景色、
大切な家族・友達の笑顔、受け継がれる伝統・文化など、
かつらぎ町の魅力が伝わる写真をお待ちしております。

（平成30年12月１日生まれ）

ひかる大谷の
杉本 真弓さん・光ちゃん

「明るい未来が待ってるよ」

フォトコンテストフォトコンテスト

平成30年度実施「かつらぎええとこフォトコンテスト」
【グランプリ】タイトル：黄色い絨毯

ト」

かつらぎ町で撮影されたもので魅力が伝わるもの。
【写真部門】
　①「かつらぎ町の子ども」
　②「かつらぎ町の風景」
　③「かつらぎ町の伝統行事・文化」
　④「かつらぎ町のフルーツ」
　⑤「かつらぎ町のええとこ」
【Instagram部門】
　Instagram上でも写真を募集します。
　詳細は、ホームページまたはアカウント「katsuragieetoko」
　をご覧ください。

応募テーマ

令和２年１月20日（月）
※郵送の場合は、当日消印有効

応募締切

かつらぎ町内外の居住問わず、どなたでも応募可能
応募資格

下記のいずれかの方法でご応募ください。
（お一人様何回でもご応募可能。ただし、入賞は１人１回。）
１．郵送・持参による応募
　応募用紙に必要事項を記入の上、データとともに郵送または
　持参（データはCD-Rに入れてください。※返却しません）
２．応募フォームから
　下記応募フォームからお申し込みください。
　（写真の容量は合計５MB以内）　
『http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/
　　　tool/mailform_eetokophoto/contact.html』
※応募用紙は、役場や公民館などに設置しています。
　詳細は、申込用紙またはホームページをご覧ください。

応募方法

応募・問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２２１１）

は

）

【写真部門】
グランプリ
　１作品：３万円（商品券）　　　　　２万円相当の特産品優秀賞
　５作品：１万円（商品券）　　　　　３千円相当の特産品テーマ賞(テーマごとに１作品)　５作品：３千円相当の特産品努力賞
　①～⑤全てのテーマを撮影し　てくれた方の中から抽選で３　名の方に特産品をプレゼント
【Instagram部門】インスタグラム賞　５作品：２千円相当の特産品

賞　　　品

かつらぎかつらぎ



今月の主な内容

月号
令和元年（2019年）第724号
6

●プレミアム付商品券発行事業　　　　　　　　２
●税務課からのお知らせ　　　　　　　　　　　３
●ごみ出しのルールを守りましょう　　　　　　４
●在宅高齢者等訪問理髪サービス事業について　５
●人権作文　　　　　　　　　　　　　　　　　７
●６月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　９～11
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　　12
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　　13～15
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件　

町
内
の
事
業
所
で

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
期
間　

６
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

※

土
、
日
を
除
く

申
込
書
配
布
・
登
録
場
所

か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会

登
録
方
法　

　

「
か
つ
ら
ぎ
町
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
取
扱
店
登
録
申
込

書
」
の
所
要
事
項
を
記
入
し
、

商
工
会
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
、
所
得
の
少
な
い
方
（
住
民
税
非
課

税
の
方
）
や
子
育
て
世
帯
（
０
〜
２
歳
児
）
の
方
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
取
扱
店
の
登
録

○
町
内
の
取
扱
店
が
取
り
扱
う

商
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
代
金
支
払
い

○
次
の
内
容
に
つ
い
て
は
商
品

券
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
商
品
券
、
ビ
ー
ル
券
、
図
書

券
、
切
手
、
印
紙
、
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
な
ど
の
換
金
性
の
高

い
も
の

・
株
式
、
先
物
、
宝
く
じ
な
ど

の
金
融
商
品

・
事
業
活
動
に
伴
い
発
生
し
た

買
掛
金
、
未
払
い
金
な
ど
の
支

払
い

・
国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支

払
い
、
各
種
公
共
料
金
な
ど
の

支
払
い

・
た
ば
こ
の
購
入

注
意
事
項　

・
釣
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。

・
使
用
期
間
が
過
ぎ
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
払
い
戻
し
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
商
品
券
の
利
用
範
囲

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
募
集

購
入
対
象
者
（
①
と
②
の
両
方

対
象
の
方
は
両
方
の
条
件
で
購

入
可
）

①
平
成
31
年
度
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方

※

住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一

の
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
生
活

保
護
の
受
給
者
な
ど
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令

和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯

の
世
帯
主
の
方

※

①
は
本
年
１
月
１
日
時
点
で
、

②
は
本
年
６
月
１
日
時
点
、
ま

た
は
９
月
30
日
時
点
で
か
つ
ら

ぎ
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
後

日
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

●
事
業
の
概
要

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
と
は
？

販
売
価
格　

１
冊
４
千
円
（
５

千
円
相
当
の
商
品
券
）

購
入
限
度
額

①
の
該
当
者

１
人
に
つ
き
５
冊…

２
万
円

（
２
万
５
千
円
相
当
の
商
品
券
）

②
の
該
当
者

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
冊…

２
万
円（
２
万
５
千
円
相
当
の

商
品
券
）

使
用
期
間　

10
月
１
日（
火
）〜

令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）

使
用
可
能
店
舗

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店

（
町
内
事
業
所
）

　

６
月
以
降
も
継
続
し
て
児
童

手
当
を
受
け
る
に
は
、
６
月
中

に｢

現
況
届｣

を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

※

土
、
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福

祉
係
（
内
線
２
０
６
４
）

◆
か
つ
ら
ぎ
町
か
ら
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方

　

５
月
31
日
に
現
況
届
を
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
提
出
期
限
ま

で
に
住
民
福
祉
課
福
祉
係
へ
必

ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
勤
務
先
や
別
の
市
町
村
か

ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方

　

勤
務
先
な
ど
に
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
期
間　

10
月
１
日（
火
）〜

令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

※

土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

販
売
場
所

か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
（
内
線
２
０
１

３
）

●
商
品
券
の
販
売

児
童
手
当

〜
現
況
届
を

　

お
忘
れ
な
く
〜



広報かつらぎ  令和元年（2019年）6月号３

　

平
成
31
年
度
の
個
人
町
民
税
・
県
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
・
納
付
書
を
６
月
13
日（
木
）

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
下
記
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
期
前
納
さ
れ
る
方
は
、
全

納
用
の
納
付
書
で
７
月
１
日（
月
）ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
で
、
銀
行
口
座
や
電
子
マ
ネ
ー

を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
徴
収
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢

基
礎
年
金
等
の
額
を
超
え
る
方

税
務
課
か
ら 

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

平
成
31
年
度
町
税
納
付
の
お
願
い

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
納
税
で
き
ま

す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
税
務

課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
に
備
え
て
い

る
「
町
税
等
口
座
振
替
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
預
貯
金
口
座

届
印
を
押
印
し
て
指
定
金
融
機
関
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
の
ご
案
内

　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
の
受
給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
納
税

義
務
の
あ
る
方

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

・
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
方

●
対
象
者

　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
課
税
物

件
明
細
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
用

の
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
確
定
申
告

に
お
け
る
租
税
公
課
の
計
算
に
利
用
で

き
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
固
定
資
産
税
課
税
物
件
明
細
書

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
り
町

税
（
軽
自
動
車
税
、
町
・
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
を
納

付
で
き
ま
す
。
納
付
書
裏
面
に
記
載
の

あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
登
録

し
、
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
納
税

　

こ
の
制
度
は
、
納
税
義
務
者
（
年
金

受
給
者
）
が
支
払
う
べ
き
個
人
町
民
税

・
県
民
税
を
日
本
年
金
機
構
な
ど
の

「
年
金
保
険
者
」
が
町
に
直
接
納
め
る

よ
う
に
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

る
の
は
「
年
金
所
得
に
係
る
個
人
町
民

税
・
県
民
税
」
で
あ
り
、
「
給
与
所
得

な
ど
に
係
る
個
人
町
民
税
・
県
民
税
」

は
こ
れ
ま
で
通
り
別
途
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

以
前
か
ら
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
す
で
に
４
月
分
か
ら
特

別
徴
収
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
４
月
、

６
月
、
８
月
分
が
仮
徴
収
と
な
り
、
確

定
し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
た
残
額
を
10
月
、
12
月
、
２
月
で

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
こ
の
制
度
の
対

象
と
な
っ
た
方
は
、
10
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

６
月
〜
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
と
な
り

納
付
書
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
新
規
対
象
の
方
は
10
月
支
給
分

　

か
ら
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

・かつらぎ町役場
・きのくに信用金庫
・紀北川上農業協同組合
・近畿労働金庫
・㈱紀陽銀行
・㈱ゆうちょ銀行
　※近畿２府４県所在の各
　ゆうちょ銀行・郵便局に限る
・㈱南都銀行　　　　　　
・㈱関西みらい銀行　　
・納付書に記載のある
　コンビニエンスストア・
　スマートフォンアプリ

・町民税・県民税、国保税などについて
　住民税係（内線２０４２）
・固定資産税・都市計画税などについて
　固定資産税係（内線２０４３）
・納税、証明書発行などについて
　徴収係（内線２０４１）

納付場所
第１期
　７月１日㈪
第２期
　７月31日㈬
第３期
　９月２日㈪
第４期
　９月30日㈪
第５期
　10月31日㈭
第６期
　12月２日㈪
第７期
　12月25日㈬

納 期 限

税に関する問い合わせ
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ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

一
部
の
ご
み
袋
の
中
に
は
、

分
別
さ
れ
ず
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
袋
の
中
に
は
、
注
射
針
が

混
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
注
射
針
な
ど
の
医
療
廃
棄

物
は
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
も
収
集
は
で
き
ま
せ

ん
。
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
方

を
受
け
た
医
療
機
関
や
薬
局
に

引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
み
袋
を
誤
っ
た
使
い
方
で

出
し
た
も
の
は
収
集
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
正
し
い
使
い
方
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
氏
名

は
油
性
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ち
込
み
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、

生
活
環
境
係
に
予
約
収
集
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
（
３
カ
月
に

１
度
で
地
区
割
り
有
り
。
別
途

料
金
が
必
要
で
す
）。

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
収
集
日

は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

資
源
ご
み
の
中
で
も
、
古
布
、

古
着
は
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
、
綿
の
入
っ
た
も
の
、

下
着
な
ど
は
も
え
る
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
布
団
は
可
燃
粗
大
ご

み
と
な
り
ま
す
。
橋
本
周
辺
広

域
ご
み
処
理
場
（
☎
０
７
３
６

―

42―

５
３
０
０
）
に
直
接
持

実
際
に
も
え
る
ご
み
専
用
袋
に

入
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
物

・
ス
プ
レ
ー
缶

・
ビ
ン

・
中
身
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
乾
電
池

な
ど
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
い
と
リ
サ
イ
ク

ル
以
前
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

誤
っ
た
方
法
で
の
ご
み
出
し
に

よ
り
、
多
く
の
人
が
迷
惑
す
る

ご
み
を
何
日
も
放
置
す
る
と…

・
悪
臭
が
す
る

・
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
な
ど
に

　

荒
ら
さ
れ
る

・
景
観
を
損
ね
る

・
近
隣
同
士
の
関
係
悪
化

　

に
繋
が
る

分
別
し
ま
し
ょ
う
！

①

　

一
部
の
ご
み
集
積
場
所
で
は
、

収
集
日
よ
り
何
日
も
前
か
ら
ご

み
が
置
か
れ
、
乱
雑
な
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

収
集
日
を

　

守
り
ま
し
ょ
う
！

②

　

ご
み
出
し
に
つ
い
て
、
「
こ

の
辺
は
○
時
に
収
集
業
者
が
来

る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
出
せ
ば

い
い
」
と
考
え
て
い
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

収
集
業
者
も
ご
み
の
量
や
収
集

ル
ー
ト
の
都
合
で
、
い
つ
も
同

じ
時
間
に
通
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

　

朝
８
時
ま
で
に
ご
み
出
し
を

済
ま
せ
な
い
と
、
収
集
業
者
と

入
れ
違
い
に
な
り
、
収
集
さ
れ

ず
に
ご
み
が
残
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ご
み
出
し
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
ラ
ブ
ル

は
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ル
ー

ル
を
守
っ
た
ご
み
出
し
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
こ
と
は
一
部

の
例
で
、
ご
み
出
し
に
は
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、

一
人
一
人
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生

活
環
境
係
（
内
線
２
２
３
０
）

ご
み
は
収
集
日
の
朝
８
時

ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

③

（ペットボトルやカンが混入）

（何日も前から出されているごみ）

ルールを守ったごみ出しで、
住みよくきれいな環境を
維持していきましょう！
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浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

対
象
者

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅

　

の
方

・
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５
で
、

　

か
つ
寝
た
き
り
も
し
く
は
寝

　

た
き
り
の
生
活
が
主
体
と　

　

な
っ
て
い
る
方

自
己
負
担
金

訪
問
理
髪
費
用
の
２
分
の
１
の

額
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
２
千

円
）
の
で
、
差
額
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

内
容

調
髪
、
顔
そ
り
な
ど

※

利
用
者
の
状
況
に
よ
り
、
実

施
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
平
成
30
年
度
よ
り
美
容
師
の

方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
理
・
美
容
師
出
張
業
務
届
出

書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

本
事
業
に
登
録
い
た
だ
け
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

長
寿
社
会
係（
内
線
６
０
２
０
）

　

平
成
31
年
度
の
住
宅
へ
の
浄
化
槽
設
置
整
備
に
か
か
る
補

助
金
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方

対
象
地
域　

町
内
全
域

（
公
共
下
水
道
に
接
続
可
能
な

住
宅
を
除
く
）

申
請
期
限　

11
月
29
日（
金
）

※

浄
化
槽
設
置
工
事
を
令
和
２

年
２
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と

浄
化
槽
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
力
を
利

用
し
て
生
活
排
水
の
汚
れ
を
分

解
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か

ら
排
出
す
る
も
の
で
す
。
公
共

下
水
道
が
未
整
備
の
地
域
に
お

い
て
は
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁

を
防
ぐ
重
要
な
設
備
で
す
。

●
浄
化
槽
と
は

◆
浄
化
槽
使
用
開
始
報
告
書

使
用
を
開
始
・
再
開
す
る
と
き

◆
浄
化
槽
休
止
届

３
カ
月
以
上
使
用
し
な
い
と
き

◆
浄
化
槽
使
用
廃
止
届
出
書

取
り
壊
す
、
ま
た
は
公
共
下
水

道
に
接
続
す
る
と
き

◆
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書

管
理
者
を
変
更
し
た
と
き

※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生

活
環
境
係
（
内
線
２
２
３
０
）

●
浄
化
槽
の
各
種
届
出

　

浄
化
槽
法
第
10
条
に
お
い
て
、

浄
化
槽
管
理
者
は
年
に
１
回
、

浄
化
槽
の
保
守
点
検
お
よ
び
浄

化
槽
の
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
浄
化
槽
が
き
れ
い
な

水
を
排
出
し
て
い
く
た
め
に
は

適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
次
の
３

つ
の
事
項
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

１
．
保
守
点
検

●
浄
化
槽
設
置
後
の
保
守
点
検

　

お
よ
び
浄
化
槽
の
清
掃
な
ど

　

浄
化
槽
の
調
整
・
修
理
や
消

毒
薬
の
補
充
な
ど
を
保
守
点
検

業
者
に
依
頼
し
て
行
い
ま
す
。

４
カ
月
に
１
回
以
上
の
実
施
が

必
要
で
す
。

２
．
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥

の
引
き
抜
き
や
洗
浄
を
汲
取
業

者
に
依
頼
し
て
行
い
ま
す
。
年

１
回
以
上
の
実
施
が
必
要
で
す
。

３
．
法
定
検
査

　

保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
の
維

持
管
理
が
適
正
に
さ
れ
、
機
能

に
問
題
が
な
い
か
を
県
水
質
保

全
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
す
。

年
に
１
回
の
実
施
が
必
要
で
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
在
宅
高
齢
者
等
訪
問

理
髪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

サービスの流れ

②審査後、利用決定通知と利用券
を送付します

③訪問理髪サービス登録者と日程
調整し、訪問日を決定します

④サービスを受けた後、利用券と
自己負担金を支払ってください

①健康推進課へ申請書を提出して
ください
※ケアマネージャーなど
の証明が必要です。
※介護保険被保険者証の
写しを添付してください。

※加算額は都市計画区域のみ
（花園、天野、志賀、新城、四邑地区を除く地域）
※人槽区分は算定人員に基づきます。

人槽区分 補助金額 加算額（※）
５人槽
７人槽
10人槽

332,000円
414,000円
548,000円

166,000円
207,000円
274,000円

補助金額
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平成31年度　自治区長さんの紹介
　各自治区の運営をはじめ、自治区と町との連絡調整などさまざまなことでお世話になります。《敬称略》

平成31年度　母子保健推進員さんの紹介
　現在42名の方が町長の委嘱を受けて地域で活躍しています。  乳幼児の健診や予防接種の推進、 育児サークルの
紹介など、 そして、 子育てについて相談にも応じます。  また、 さまざまな形で健康づくりの活動を実践します。  《敬称略》

お世話になります お世話になりました

中　飯　降　　笠勝　清人
短　　　野　　大浦　俊一
東　渋　田　　草田　宗和
西　渋　田　　西中　　啓
中　央　部　　土谷　　正
三　　　谷　　北辻　勝彦
四　　　邑　　西浦　正忠
志　　　賀　　辰巳　佳行
天　　　野　　土屋垣内仁巳
新　　　城　　中前　光雄
上　花　園　　西浦　秀男
下　花　園　　亀井　嘉一

自治区名 氏　　名 自治区名 氏　　名

氏　　名 担　当　地　区

退任された自治区長さん

高田
移、背ノ山、窪、萩原、北川
笠田中全域（北川除く）
駅東、駅西
中ノ丁、戎丁、楠丁、南新町、
十五社、東北出、東山田、睦ヶ丘
西部、中部、丸和、東部
新生、駅南、本町、第３班
笠田団地
中佐野、折居、上松西、上松東、
緑ヶ丘、住吉、東広浦、西広浦
佐野１・２・３・４・５・６
西大谷、永安
東大谷、蛭子
大薮
西柏木、東柏木
丁ノ町全域
（市原、丁東、柿ノ木を除く）
市原、丁東、柿ノ木
新田東、新田駅前、新田宮、新田西
妙１・２・３・４・９、東新町、
西新町、上ノ丁、紀北分院
妙５・６・７・８、西ノ丁
妙寺団地、おばな、茶屋出
広垣内、妙11、妙12

氏　　名 担　当　地　区
溝端　惠子
湯川眞喜子
前田　貞代
渡　　順子

雪谷　容子

岡部美枝子

中部屋美紀

宇野万由美
井上　典子
結城　千代
岩原　泰子
土屋垣内清美
安武　　史
中野季史子
小西　教子
辻　　禮子
上岡　惠子
岡﨑　晴己
的場八重子
田中　和子
小林由美子

広野、短野、大畑、西飯降
城山、城南、乾、農大、三和、睦、南東
東出、嵯峨谷
西山、西ノ五、西ノ三、白原、
畑峯、北出、島
東和、谷口、谷口第一、宮浦、
今西、二八
入道山、親友、二六、大橋、神祐、
共和、懇友、昭和、友愛、同友、近友
桃の木、中村、名山、宮本、
上平沼田、平沼田
寺尾、兄井
西番、宮番、中番、島番、東番
教良寺、山崎
日高、星山、御所１・２、星川
上天野、川東、神田、川西
上新城、下新城 
上志賀、中志賀、下志賀
二ノ宮、新体
下広口、大松
西滝、東滝
平、大久保、下津川
堀越、中畑、神野、東谷
花園地区
花園地区

高　　　田　　森本　誠吾
笠 田 西 部　　和田　道隆
笠　田　中　　山根木弘修
笠田東第一　　清田　典彦
笠田東第二　　藤岡　稔忠
真　　　和　　松山　憲央
佐　　　野　　久保　正永
四 郷 第 一　　岡本　光央
四 郷 第 二　　尾西　利文
大　　　谷　　清水　良一
丁　ノ　町　　谷本　惠則
新　　　田　　岡浦　啓之
妙　　　寺　　櫻井　邦男

山本久美子
伊藤　和子
岡田美佐子
山髙　　美
北林　悦子

井上　元子
東　　千歳
宮本有美子
平藪　恵子

鶴田　文子
野中　美鈴
守口　惠子
野﨑　恵子
前田嘉代子
森本　榮子

木下喜世幸
本田　ゆみ
植田　洋子

坪井　静香
木村　安子
辻本三千代

木村　清彦（高　　田）
関本　俊彦（笠田西部）
藤井　　雄（真　　和）
仲谷　康隆（四郷第一）
前岡　敬造（四郷第二）
西林　成己（大　　谷）
岡村　利晴（中 飯 降）
東野　正照（西 渋 田）
北山　佳史（中 央 部）
築野　一郎（三　　谷）
中瀬　孝大（天　　野）



子どもの人権ＳＯＳ
　小・中学校のすべての児童・生徒にレター用紙を
お配りします。また、学校にも備え付けていますの
で、困ったこと、悩んでいることを書いて送ってく
ださい。一人で悩まず何でも相談してください。
問い合わせ　和歌山地方法務局人権擁護課
　　　　　　（☎０７３―４２２―５１３１）
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

「
男
女
の
平
等
」

妙
寺
中
学
校
２
年　

谷 

口 

海 

友

　

私
は
今
回
の
人
権
作
文
で
、

「
男
女
の
平
等
」
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
う

し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
か

と
い
う
と
、
少
し
前
に
、
東
京

医
科
大
学
の
一
般
入
試
で
女
子

が
減
点
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
見
た
か
ら
で
す
。
私
は
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
一
度
し
か
見
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
と
思
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
今
年
二
月
に
行
わ

れ
た
一
般
入
試
で
女
子
受
験
者

の
点
数
が
、
受
験
者
側
に
説
明

さ
れ
な
い
ま
ま
、
一
律
に
減
点

さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、

２
０
１
０
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

て
、
気
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た

と
も
知
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ

と
が
行
わ
れ
た
理
由
も
調
べ
る

と
、
女
性
は
出
産
や
子
育
て
な

ど
で
医
師
現
場
を
離
れ
る
こ
と

が
多
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
で

し
た
。

　

私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
調
べ

て
、
差
別
だ
と
思
い
ま
し
た
。

受
験
者
は
男
の
人
も
女
の
人
も

長
い
間
努
力
し
、
必
死
に
勉
強

し
て
き
た
の
に
、
何
も
知
ら
さ

れ
ず
に
差
別
的
に
女
子
だ
け
減

点
さ
れ
る
の
は
ひ
ど
い
し
、
お

か
し
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
の

減
点
が
な
け
れ
ば
合
格
で
き
た

と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
は
こ
の
こ
と
を
お
母

さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。
す
る
と

お
母
さ
ん
も
私
と
同
じ
よ
う
に
、

ひ
ど
い
し
、
努
力
し
て
き
た
の

に
か
わ
い
そ
う
だ
と
言
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
と
話
す
と
、
受

験
す
る
の
に
お
金
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
私

は
も
う
そ
れ
は
詐
欺
だ
な
、
と

ま
で
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

受
験
料
が
す
ご
く
高
か
っ
た
か

ら
で
す
。
他
に
も
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
、

そ
も
そ
も
、
女
性
は
み
ん
な
結

婚
し
て
子
供
を
産
む
だ
ろ
う
と

い
う
考
え
自
体
が
お
か
し
い
こ

と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
子
供

を
産
み
た
く
な
い
人
も
、
結
婚

や
子
育
て
よ
り
仕
事
の
方
が
し

た
い
と
い
う
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
女
性
の

思
い
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
お
か
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い

て
男
女
差
別
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
私
と
は
違
っ
て
賛
同
し

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の

人
は
テ
レ
ビ
で
、
男
女
の
比
率

を
考
え
な
い
と
、
か
し
こ
い
の

は
女
性
の
方
が
多
い
の
で
、
眼

科
や
、
皮
ふ
科
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
う
、
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
人
が
言
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
「
よ
く
言
っ

た
」
と
か
、
「
自
分
も
そ
う

思
っ
て
い
た
」
と
言
っ
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。
私
は
、
反
対

が
い
る
な
ら
賛
成
が
い
る
の
も

（
受
賞
当
時
）

当
然
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
や

っ
ぱ
り
そ
の
人
た
ち
は
外
科
医

や
脳
外
科
医
に
は
男
性
が
な
る

も
の
、
と
い
う
考
え
を
し
て
い

そ
う
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

賛
同
し
て
い
る
人
た
ち
の
意
見

を
聞
い
て
も
、
私
は
や
っ
ぱ
り

減
点
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
受
験
す
る

人
は
み
ん
な
、
出
産
し
た
ら
辞

め
よ
う
な
ん
て
軽
い
気
持
ち
で

受
験
し
て
な
い
と
思
う
し
、
や

る
か
ら
に
は
一
生
医
者
で
い
よ

う
、
と
い
う
固
い
決
意
を
持
っ

て
受
験
し
て
い
る
と
思
う
か
ら

で
す
。
そ
れ
に
、
出
産
し
て
現

場
を
一
度
離
れ
て
も
、
復
帰
す

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
、
私
は
、
男
女
差
別

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

た
し
、
男
女
が
も
っ
と
平
等
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

男
女
の
も
つ
特
性
は
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
男
だ
か
ら
、
女

だ
か
ら
こ
う
だ
と
偏
見
で
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
人
は
ひ

と
り
の
人
と
し
て
個
性
を
認
め

合
い
、
尊
重
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

人権擁護委員の日
　６月１日は、人権擁護委員の日です。人権とは、
人が人らしく生きていく権利で、すべての人が生
まれながらにして持っている権利です。人権は日
本国憲法で、すべての国民に保障されています。
互いに相手を思いやり、自分の人権も相手の人権
も大切に守りながら、共に暮らせる社会を築いて
いくことが、人権擁護委員の願いです。
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公
文
書
開
示
請
求
件
数　

５
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

１
件

　
　
　

部
分
開
示　
　
　

４
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
１
件

（
内
訳
）部
分
開
示　
　
　

１
件

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

平
成
30
年
度
か
つ
ら
ぎ
町

の
運
用
は
次
の
と
お
り
で
す

か
つ
ら
ぎ
町
長

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

１
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

１
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
議
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
公
平
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
監
査
委
員

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
農
業
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
管
理
係

（
内
線
２
０
２
６
）

か
つ
ら
ぎ
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

６
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

３
件

　
　
　

部
分
開
示　
　
　

３
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
教
育
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
選
挙
管
理
委
員
会

まちまちのわだいわだいまちのわだい

第27回ヤングリーグ春季全国大会出場
　和歌山ホークスは、昨年11月に開催された第27回ヤ
ングリーグ春季大会・和歌山支部予選において優秀な
成績をおさめ、これにより３月23日（土）に岡山県で開
催された「第27回ヤングリーグ春季大会」に出場しま
した。大会では、日ごろの練習の成果を発揮すべく試
合に臨みましたが結果は１回戦敗退。悔しい思いをし
ましたが、選手たちはこれを糧に「夏も全国大会に出
場して、春のリベンジをする」と新たな目標に向かっ
て日々の練習に励んでいます。

OR
IEN
TE
ER
IN
G

ORIENTEERING

かつらぎ町では、11月10日（日）に天野の里で
オリエンテーリング交流大会が開催されます。

※また、ボランティアの募集期間を延長します！（募集締切：９月30日）
　詳しくは町ホームページをご覧下さい。

町内在住の所属選手たち
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子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
！
と
い
う
願
い

か
ら
、
町
と
大
阪
樟
蔭
女
子
大

学
が
協
同
し
、
親
子
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
13
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

当
日
参
加
も
可
能

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

グ
リ
ム
絵
本
館
へ
よ

う
こ
そ
!
ク
レ
ヨ
ン
の
世
界
を

見
て
み
よ
う
‼

内
容　

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の

世
界

対
象
年
齢　

幼
児
（
３
歳
〜
５

歳
）
と
そ
の
保
護
者　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健

康
推
進
課
衛
生
係
（
内
線
２
０

５
９
）

お
知
ら
せ

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

６月の６月の６月の

お知らせ

グ
リ
ム
絵
本
館
が

や
っ
て
く
る
！

男
女
共
同
参
画
週
間

　

平
成
11
年
６
月
23
日
に
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
国
で
は
毎
年
こ
の
一
週
間

を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
男
女
共
同
参

「
学
」
」
「
知
る 

学
ぶ 

考
え

る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

６
月
23
日（
日
）〜
29
日（
土
）

第
61
回
水
道
週
間

防
災
教
室
の
お
知
ら
せ

　

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水

に　

日
々
感
謝
」
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
、

都
道
府
県
を
は
じ
め
、
各
市
町

村
の
水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
水
道
に
つ
い
て
住
民

の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆

衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
22―

６
５
６
６
）

６
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
、
こ
の
機
会
に

男
女
共
同
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
３
０
１
６
）

ど
ん
な
災
害
が
発
生
す
る
の

か
」、「
避
難
所
運
営
で
の
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
」、「
大
規
模
災
害

後
に
必
要
な
こ
と
」、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
」
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。

日
時　

６
月
８
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会

　
　
　

館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

大
規
模
災
害
時
に
ど

ん
な
こ
と
が
発
生
す
る
の
か

講
師　

和
歌
山
大
学
災
害
科
学

　
　
　

教
育
県
境
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

此
松　

昌
彦
氏

主
催　
（
株
）和
歌
山
放
送

共
催　

か
つ
ら
ぎ
町

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
放
送

「
地
域
巡
回
防
災
教
室
」
係　

（
☎
０
７
３―

４
３
２―

７
１

５
１
）

　

和
歌
山
放
送
で
は
開
局
60
周

年
記
念
事
業
と
し
て
地
域
巡
回

防
災
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
っ
て

日
時　

６
月
16
日（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

場
所　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会

　
　
　

館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

笠
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問

　

田
中
（
☎
22―

１
０
２
９
）

笠
田
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
24
回
定
期
演
奏
会

危
険
物
安
全
週
間

　

「
無
事
故
へ
の　

構
え
一
分

の　

隙
も
無
く
」
を
推
進
標
語

に
危
険
物
安
全
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
天
ぷ
ら

油
な
ど
危
険
物
は
、
現
在
の
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る

大
変
便
利
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
危
険
物

は
管
理
や
取
り
扱
い
を
誤
る
と

火
災
・
漏
洩
事
故
な
ど
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に

ガ
ソ
リ
ン
は
非
常
に
引
火
し
や

す
く
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
数

量
・
容
器
な
ど
法
律
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地

域
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

危
険
物
は
正
し
く
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
22―

０
１
１
９
）

６
月
２
日（
日
）〜
８
日（
土
）
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ポ
ラ
リ
ス
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

７
月
13
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

　
　
　

２
階　

和
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

発
達
障
害
の
人
々
の

心
の
健
康
を
育
て
る
た
め
に

〜
豊
か
な
人
生
の
た
め
の
心
の

健
康
予
防
〜

講
師　

発
達
障
害
専
門
セ
ン
タ

ー
代
表
理
事　

神
尾　

陽
子
氏

対
象　

発
達
障
害
者
当
事
者
・

保
護
者
・
支
援
者
・
一
般
の
方

定
員　

４
０
０
名（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ポ
ラ
リ
ス
（
☎
０
７
３

―

４
１
３―

３
２
０
０
）

時
〜
（
１
時
間
程
度
）

内
容　

捕
獲
に
関
す
る
基
礎
知

識（
法
律
・
生
態
）、
わ
な
の
設

置
方
法
お
よ
び
捕
獲
物
の
処
理

方
法
な
ど

費
用　

無
料

有
効
期
限　

５
年
間
（
今
回
受

講
さ
れ
た
方
は
令
和
６
年
の
講

習
会
ま
で
有
効
）

※

狩
猟
免
許
（
わ
な
・
銃
）
の

試
験
に
つ
い
て
は
初
心
者
・
経

験
者
更
新
と
も
県
下
各
地
に
て

７
、
８
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①

九
度
山
町
役
場
産
業
振
興
課

（
☎
０
７
３
６―

54―

２
０
１

９
）
②
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
産
業

観
光
課
林
業
振
興
係
（
内
線
２

１
０
２
）募　

集

有
害
獣
捕
獲

　

農
作
物
な
ど
に
被
害
を
あ
た

え
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
狩
猟
免

許
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
講

習
会
を
受
講
し
、
生
態
や
捕
獲

に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
で
安
全
に
小
型
箱

わ
な
・
檻
な
ど
で
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
習
修
了
者
に
は
、

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
講
習
受
講
証

明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
以
前
に
受

講
し
て
い
た
場
合
、
有
効
期
限

が
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
継

続
し
て
捕
獲
さ
れ
る
方
は
講
習

会
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

準
備
の
都
合
上
、
電
話
で
の
事

前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

講
習
会
日
程

①
九
度
山
会
場
（
九
度
山
町
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
５
階
ホ
ー
ル
）

日
時　

６
月
25
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）

②
か
つ
ら
ぎ
会
場
（
防
災
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
）

日
時　

７
月
２
日（
火
）午
後
７

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
の
た
め

の
講
習
会
開
催

受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】（
原
則
）

６
月
17
日（
月
）〜
26
日（
水
）

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

６
月
17
日（
月
）〜
19
日（
水
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
日　

９
月
１
日（
日
）　

試
験
地　

和
歌
山
市
ほ
か

※

詳
細
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
近
畿
事

務
局
試
験
第
二
係
（
☎
０
６―

４
７
９
６―

２
１
９
１
）

２
０
１
９
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

○７月１日（月）
納期限

● 町民税・県民税　全期・第１期
● 町内固定資産税　全期・第１期
● 介護保険料　　　第２期
　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

勤
労
者
会
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

か
つ
ら
ぎ
町
勤
労
者
会
で
は
、

例
年
町
内
の
公
共
施
設
や
道

路
・
駅
周
辺
の
美
化
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

６
月
29
日（
土
）

見
好
支
部　

蟻
通
神
社
集
合

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下

さ
い
。

出
願
期
間

◆
第
１
回　

８
月
31
日（
土
）

◆
第
２
回　

９
月
20
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
和
歌

山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３

―

４
３
１―

０
３
６
０
）

妙
寺
支
部　

妙
寺
駅
集
合

伊
都
支
部　

笠
田
駅
集
合

※

集
合
時
間
は
午
前
８
時
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相　

談

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

６
月
７
日（
金
）、
21
日（
金
）、

７
月
５
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…
」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

無
料
法
律
相
談

６
月
10
日（
月
）、
24
日（
月
）、

７
月
８
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る｢

消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
６
月
４
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
６
月
11
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
６
月
18
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
６
月
25
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）

就
職
相
談

６
月
11
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

６
月
18
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

６
月
５
日（
水
）、
26
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―

33

―

４
９
０
９
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

６
月
３
日（
月
）、
４
日（
火
）、

10
日（
月
）、
11
日（
火
）、
17
日

（
月
）、
18
日（
火
）、
24
日（
月
）、

25
日（
火
）、
７
月
１
日（
月
）、
２

日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

６
月
５
日（
水
）、
７
月
３
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

19,200円
―

53,176円
―

16,000円
―

88,376円

２件
―
５件
―
２件
―
９件

―
―
―

5,000円
―
―

5,000円

―
―
―
１件
―
―
１件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

３・４月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
就
職
相
談

　

「
働
き
た
い
！
」
を
応
援
し

ま
す
。
就
職
に
向
け
て
の
不
安

や
困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
方
と

そ
の
ご
家
族

内
容　

個
別
相
談
、
職
場
体
験
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
を
通

じ
て
就
労
に
向
け
た
支
援
を
し

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
を
除

く
）
※
電
話
で
の
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

費
用　

無
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き
の
か

わ
（
☎
０
７
３
６
―
33
―
２
９

０
０
）
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隠
居
す
ご
ろ
く　

西
條　

奈
加

呪
護　
　
　
　
　
　

今
野　

敏

雨
に
も
負
け
ず　
　

高
杉　

良

傲
慢
と
善
良　
　

辻
村　

深
月

シ
ー
ソ
ー
モ
ン
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　

伊
坂　

幸
太
郎

マ
ジ
カ
ル
グ
ラ
ン
マ

　
　
　
　
　
　
　

柚
木　

麻
子

レ
フ
ト
ハ
ン
ド
・
ブ
ラ
ザ
ー
フ

ッ
ド　
　
　
　

知
念　

実
希
人

尼
子
姫
十
勇
士　

諸
田　

玲
子

あ
た
し
た
ち
よ
く
や
っ
て
る

　
　
　
　
　
　

山
内　

マ
リ
コ

マ
リ
コ
を
止
め
る
な
！

　
　
　
　
　
　
　

林　

真
理
子

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

お
っ
と
あ
ぶ
な
い
！

　
　
　
　

サ
ト
ウ　

マ
サ
ノ
リ

パ
ン
ダ
か
ぞ
え
た
い
そ
う

　
　
　
　

い
り
や
ま　

さ
と
し

ら
く
ご
で
故
事
成
語
笑
辞
典

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

洋

こ
だ
ぬ
き
コ
ロ
ッ
ケ

　
　
　
　

な
な
も
り　

さ
ち
こ

水
木
し
げ
る
の
妖
怪
え
ほ
ん

　
　
　
　
　
　

水
木　

し
げ
る

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
る

に
は
？　
　
　
　

馬
場　

保
仁

驚
き
の
家
庭
菜
園
マ
ル
秘
技
58

　

『
や
さ
い
畑
』
菜
園
ク
ラ
ブ

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
農
家
の
年

金
・
保
険
・
退
職
金

　
　
　
　
　
　
　

林
田　

雅
夫

こ
う
や
豆
腐
＆
粉
豆
腐
幸
せ
レ

シ
ピ　
　
　
　
　

前
本　

勝
利

あ
の
映
画
み
た
？

　
　
　
　
　
　
　

井
上　

荒
野

元
号
と
日
本
人　

宮
瀧　

交
二

封
筒
ギ
フ
ト
ス
タ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

珠
美

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

～リサイクルフェア～

手
み
や
げ
に
手
作
り
の
雛
も
た
せ
け
り　
　
　
　

寺
田　

昭
子

彼
岸
く
る
掛
軸
仏
画
み
な
そ
ろ
へ　
　
　
　
　
　

玉
置　

和
子

駅
ま
で
の
一
人
の
道
を
朧
月　
　
　
　
　
　
　
　

谷　
　

愛
泉

お
水
取
奈
良
に
は
古
き
夜
の
色　
　
　
　
　
　
　

西
村
紀
代
美

鳥
の
声
こ
ぼ
さ
じ
と
抱
く
大
樹
か
な　
　
　
　
　

坂
本　

孝
代

窓
あ
け
て
鶯
の
声
引
き
込
め
り　
　
　
　
　
　
　

妙
中
ツ
ヤ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
若
返
り
会
）

　図書館で、保存年限が経過した定期購読雑誌お
よび、皆さんから提供された中古本を持ち帰るこ
とができます。
　無料ですので、お気軽にお越しください。

日　　時　６月16日（日）午前10時～午後３時
場　　所　かつらぎ総合文化会館　３階研修室
提供冊数　制限無し（12時までは、雑誌・中古品
　　　　　それぞれ１人５冊以内）

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

　６月14日（金）まで出品する中古本を図書館で受け
付けています。絵本、文庫は大歓迎！
※百科事典、美術全集、まんが、雑誌類、破損や落
　書きしている本などは受け付けできません。
受付時間　午前９時～午後５時

ひ
っ
そ
り
と
日
頃
無
住
の
遍
照
寺　

今
日
ひ
と
集
う　

「
御
田

の
舞
」
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
　

和
子

吾
が
耳
朶
に
微
か
に
残
る
子
守
歌
母
の
背
中
で
聞
き
し
ハ
ミ
ン

グ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
い
く
子

リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
昔
海
中
今
宇
宙
乙
姫
様
の
在
ら
せ
ら
る
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

召
子

自
動
車
の
ド
ア
に
挟
み
し
指
の
爪
変
形
な
が
ら
徐
々
に
伸
び
ゆ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
宝　

教
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

へ
ん
じ
ょ
う
じ
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

　後期高齢者医療保険の被保険者を対象に、生活習慣病予防の一環として１日人間ドックを
実施します。ぜひ、この機会に受診し、健康管理にお役立てください。
　なお、今年度より県内医療機関、かつらぎ町集団健診による特定健診を受診予定の方、受
診された方は1日人間ドックの受診は出来ませんので、ご了承ください。

日　　程　９月２日（月）～令和２年１月31日（金）
対 象 者　和歌山県後期高齢者医療保険に加入しているかつらぎ町の被保険者で、保険料を滞
　　　　　納しておらず、県内医療機関、かつらぎ町集団健診による特定健診を受診しておら
　　　　　ず、町が医療機関から個人情報保護法に基づく検査結果などの個人情報の提供を受
　　　　　けることに同意いただける方
検査項目　診察、血圧、眼、耳、尿、大腸がん、血液検査、胸部、心臓、胃部、腹部
　　　　　※乳がん・子宮がん検診は含まれていません。ご希望の方は、一般検診をご利用ください。
自己負担　5,000円
医療機関　紀和病院、橋本市民病院、名手病院
申込期間　６月３日（月）～28日（金）　午前８時30分～午後５時（土、日を除く）
申込方法　後期高齢者医療被保険者証、和歌山県後期高齢者医療広域連合から送付された特定
　　　　　健診受診券、問診票および印鑑を持参のうえ、お申し込みください。
　　　　　※特定健診受診券、問診票をお持ちでない場合は、申し込みできません。

申し込み・問い合わせ　健康推進課保険年金係（内線２０５８）

後期高齢者医療保険被保険者の方へ １日人間ドックのお知らせ

　がん検診における受診促進を図るとともに、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発
を図るために、子宮頸がん・乳がん検診を無料で実施します。
　今年度の対象となる方には「がん検診無料クーポン券（検診費用が無料となるクーポン券
です）」を５月から順次お送りしています。詳細は、送付されたクーポン券をご覧下さい。

対 象 者　かつらぎ町に住民票があり、次の生年月日に該当する女性の方
　【子宮頸がん】平成10年４月２日～平成11年４月１日
　【乳　が　ん】昭和53年４月２日～昭和54年４月１日
使用方法　無料クーポン券に表記している医療機関に
　　　　　電話予約の上、受診してください。
　　　　　※受診時には『かつらぎ町の○○がん検診受診券』を
　　　　　　使って受診する旨をお伝えください。
使用期限　令和２年２月29日まで

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

子宮頸がん・乳がん検診が無料で受診できます

　認知症のご家族をかかえ、「こんな時どうした
らいいの？」「相談するところはないのかな？」
など、日ごろの“思い”を話してみませんか。
　認知症や介護の相談・情報交換・勉強会を行っ
ています。皆さんのご参加をお待ちしています。

名　称　認知症家族の会
日　時　毎月第３木曜
　　　　午後１時～３時
場　所　地域福祉センター２階

認知症介護を行っている皆さんへ「家族交流会」のご案内

・無料クーポン券
・４月に送付された
　『がん検診受診券』
　　　(パープル色)
・保険証

検診当日の持ち物

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線６０２0）かつらぎ町地域包括支援センター（☎２２－２３２２）
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・６月20日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

「かきおうじとあそぼう」です
一緒に写真を撮ろう！

水遊びの
　おもちゃをつくろう

栄養士さんと話そう

「モビールを作ろう」
かきおうじやももひめの
モビールです

な
か
よ
し
広
場
で
「
春
の
お
散
歩
」
に
行

き
ま
し
た
。
「
み
て
み
て
！
て
ん
と
う
虫

が
い
る
」
と
子
ど
も
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場
で
カ
レ
ン
ダ
ー
の
台
紙
を

つ
く
り
ま
し
た
。
「
こ
い
の
ぼ
り
、
ど
ん

な
顔
に
し
よ
う
か
な
ぁ
」
と
子
ど
も
と
一

緒
に
つ
く
り
ま
し
た
。

子どもたちの遊びの広場です。
製作など楽しい活動がいっぱいです。

わくわく広場
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・６月17日（月） 午前10時～11時

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・６月26日（水） 午前10時～11時

・６月13日（木） 
　午前10時～11時

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・６月19日（水） 
　午前10時～11時

なかよし広場

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）
〈７月は水遊び〉

６月21日㈮
10:00～11:00
７月19日㈮
10:00～11:00
６月14日㈮
10:00～11:00
７月10日㈬
10:00～11:00

６月20日㈭
10:00～11:00
７月18日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

渋田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

妙寺公民館

７月４日㈭
10:00～11:00見好公民館

三谷公民館
〈７月は水遊び〉

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

７月９日
午前９時30分～10時30分
７月16日
午前９時30分～10時30分

第２
火曜日
第３
火曜日

６月11日
午前９時30分～10時30分
６月18日
午前９時30分～10時30分

７　

月

こども園名 日　　時

佐　野

三　谷

６　

月
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
６月の保健カレンダー月の保健カレンダー６月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

６月６日㈭
７月４日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年12月生まれ
平成31年２月生まれ

平成29年10月生まれ
平成29年11月生まれ

平成30年７月生まれ

平成30年８月生まれ

平成29年４月生まれ

平成30年11月生まれ

平成30年６月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

６月28日㈮
13:00～14:00
６月18日㈫
13:00～14:00

６月４日㈫
9:30～10:00

７月２日㈫
9:30～10:00

６月３日㈪
9:30～10:00

７月は実施なし

６月14日㈮
13:30～15:30
６月５日㈬
13:30～14:30
６月19日㈬
13:30～14:30
６月５日㈬
10:00～11:00

平成30年７月生まれ７月３日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「糖尿病の重症化予防、検査値の見方
　～合併症を防ごう！～」
日　　時　７月10日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆７月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「糖尿病の食事
　～血糖値をあげない食べ方について～」
日　　時　６月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆６月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

● 献血

６月25日㈫
伊都消防組合消防本部
農 林 大 学 校

8:45～12:00
13:30～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。
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